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デジタル保管には不可欠の装置であるI我母は,7ィル

ふデジタイザ膵uJ王FI､上院転胴)を用いてデジタル化

した画像をリプリントL,原画像と比較して画質評若面を

71 十.

画質評価では∴読取打日と}:}チ2001m ではやや原画像に
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デジタイ㌦式､画像を得ることができた.
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等の臨床画像をこよる評価ではき約85%がF澱画像をこ忠実

管,診療夏二支障はない_いと判断きれ,r僚画像とかなり

異なっておりサ保存量画像とを/て転適切でないMjと宰ij定さ

れたものは皆無であったp,これらのことから予デジタイ

ズ画像は∴診療呈ニト浄満足すべき画質であると考えられ
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棚 娘 子欄 名 岩浅百雷畿 謁約 割弓)
約櫓年間に経験した腎外傷25例(鈍的外傷望纏uY欝通

ソロiL!,l桝.し'､し丁lり‖古--_･中;日日 .
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の損傷がなければ保存的に治療L,えた,腎梨歯を認める

ト､､∴11里'.:‖町′賢;Pと､_:ぎ巨i∵､･二∵∴こ[∴.?畑立,7L.

や造断言きれ/ない腎窯驚釣みられJる時はタ観血的治療が必

費となる可能性が高いと考えられ畑 野断裂をみとめる

もUMま且例で腎摘が行軒)れfJJ幣茎損傷はなかった.

CT上野買巌の拡張を示Lたものが5例あり護例は凝血

::,守門.l'巨∴7..･E:::1∴,車巨F吉仁辛 .i-か.帖.1(札i二

受髄最前かどこ)水腎症あるいは尿路狭窄釣ある症例であっ

た.両者の鑑別をこ幣楽鷲の非薄化等が療考になる場合が

腎疾患のあった可能性を常に念頭に磨くことが蚤密と考

えられた.
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57年4月より62年3月までの6年間に経験した肝損傷

8例について検討L次の結果を得た.

n 肝損傷のうち7例は非開放性損傷であり,i例が

開放性損傷である

諾う被膜下血膝と直性肝破裂は,ともに低吸収域とし

て左とめに凍る

yd蔦う非開放憎損傷はfr大静脈を中心に放射状に破裂す

ることが多(,CFYで描注毒されやすいサ

射 被膜ド酎断裂と素性肝断裂では予後及び治療法が

巣なるので鑑別が豪家であるがヲ腹腔内の漏出液が決め

手となる
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にも願疾患の存在も考えてみる余裕か必要であると感も二
㌦

1:い＼lM l:㍉＼一㌧･-E:了.1i′∵乍古;i_I.1∵十･位.l･ぎ

笹川 康夫砂茅屋守威 緋
山本 明彦歯舶h 柚
畑上 布･辛目 眉
上目i墨 p

膠撃志宗郡 部)

ド:h之附病院内孝射
両卜恒里 ･樟 斗トト
渋川 ぎ蓬静佐野 満ち同 放射線科き

高速パルスシ-ケンス(FfJASm)を用いたM首尾昔シ

(Mモもう,太動脈弁逆流 (AR右 三尖弁連流rT挽)の険

二才州法うと比較検討Lた.[対象ニトしユニブ-法をこて弁連

流了､浩･∴l･上Jl＼lliI()1/叫._＼lミt;(･町 III巨ミ町LL､1車シ≒.

臓弁逆流.r装置と方法｣乱伐Ⅰ装置:シ--メンス社製
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た議了紋日断層面きま緑濃13枚は断層面)の画像を且2

枚GT)シネ表′3緑ニL紅 弁連流の程度はlLエニ7-7法と同様
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逆流が検出できたがぎ軽症例でC3級tyを悪寒が低か-)た.こ

れは逆流信号の方向が断層面をこ太どうないためと考えた.

盟.ARでは全例検出きれたがそ釣程度は過大評価傾向

にあった.3/相 では検iLを猶言,程度と屯よく｢致した

が軍心工ニト-法で評価できない語例のFm も娩出でき
十.

鴨 別 報 告

H CRの画質評価
--胸部単純写真での比較--

新潟大学医学部放射線科

小 田 純 一

野CRと従来の胸部単純Ⅹ線撮影の画像をファントム

と実際の臨床症例を使-了て比較検討Lた.ファントム窯



験では-ウレ､ソトチ ャ … 卜 と バ - ガ - フ ァ ン ト ム を 使 っ

てその分解能の優劣を検討 し た が . 同 程 度 の 線 綴二を 与 え

た嚇合闘 豊両者の分解能をこ差はな か -つた . し か L√ 軒m も

で撮影線量をおとLた場合には明らかに 分 解 能 の 低 下 が

見 られ,FC/R で有用 とされている低線巌撮影 は 画 像 uJ)

劣化を招 くと考えられた.また臨床症例による検討は FcR

と通常撮影の同 日撮影 を行 -)たうちの裾 野鼠者95症例 噂

354所見を,結節影,浸潤雛等の 鋸南変に分類 して比較

検討 Lた平その結果 FcR では縦隔等に濃なった病変

や気管 歯気管支及び石灰でヒ病変では通常撮影より所見が

良 く示現 されていたが,5mm 以下の粒状影,間質影で

ある網状 魯ス リガラス状雛,淡い浸潤影では明らかにそ

の所見の示現が不良 とな ってお 畑 この点が FcR の

臨床応用 上の問筏点 と考え られた.

望)C配 が)使 用経 験

県立がんセ ンタ-新潟病院放射線科

打 七･･ 伸

Ⅲ号が当院に導入 されて,まだ 4カ月に しかならない

断層撮影,あるいはゼロラジオグラフ [の代替と して,

乳房その他の教練撮影に声充分にその威力を発揮で きる

ものと期待 され る.

しか し､われわれの病院では予緋も新築移転計画の最

終段階でその導入が決 渡ったた軌 システム佃 二遅れ を

と畑 ニ1ソビューー射 ヒにもU)っていないため予選柳 こ苦

慮 している書

ある.最初かじ｡充分な細 動をも-)管,導入 Lなければな

らない｡ 窪た少な くとも望系統の装置を設置 Lなければ,

処理能力かじ,い ･｡て 獲" ブル嫁恵那紺 i来ないものと考え
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むご鼠 共 同利 用 シス テ ム とそ の画 像診 断 をこ

げ端 ､て

川崎市がん検診セ ンタ-所投

書 夏子讃 是ki ′車服瞑i
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例

--相 乗効 果 と組織 内濃 度 の 豆n vi軌 Bで

の評価 および臨床 効 果 の 検 討

川中 ∵｣､･■.項 l
闘 志 ,L甥晒 遠杢 (鴛 鉛 学 凝瀦 )

症例は頚8歳男性や 下咽頭癌 (右梨状陥凹 型 )T3N3M o

の診断で咽喉義郎食道摘出術書両側義部郭清 衡 , 甲状 腺

全摘術†微小血管吻合前腕遊離皮弁による再建 術 を拍 一一J

た,

1畑 な∴ し､Tへ1 1g ･1:‖㌧TiZ拷 lま:告 車上は緑木 言,'.I

打 -詫二が予術後且0病 日頃から dTaimの抜嘉部位 よ り濃

の流朱あ り, また気管膜様部に療孔を形成 Lた.細菌培

_i巨 ..11rliLl:ト 十二軒 t工亘 ∴ Llへll〉コきて･い 1tへ 1

露 1日望回に変更 したところ,蜘 ぎ3週間で膿の流失が

止 変りき 望遇で完治 Lた.
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相乗効果 と 菅野LC をこよる濃中-の纏一紙移輔 隼を測定 L,

臨床効果の検討を行 った.

2)アデ ノイ ド湧釧壕術 に よ る 豊里咽頭 細 菌叢 U)変 化

馴 道か 榊 久夫 橋 梁蒙太郎 馴 東男)中野 雄一--

糾 辰援 噌 監姦露 病院)

後藤 晃 (閤 組頭検姦糾)

小児浄出性中耳炎においてアデjイ ド切除術は号孝管

咽頭 Ejの機械的閉塞の改善 と感染病巣を除去す る目的で

紹われ るヤ閉塞の程度の改善かこついては種 々の報告がみ

られ るが,後者をこ関す る報告は少ない.そ こでわれわれ

は小児惨出性中耳炎曜患児20名を対象 と してアデ ノイ ド

切除術を行い, 手術前後の上咽頭細菌叢の変化について

検討 した.その結果術 前に咽頭病原菌が検出 された症例

は名中招名において,術後に病原菌の着意の減少を認め

上.


